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日本産Culex pipiens groupの研究

2.水俣産pallensの形態学的研究
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吾々ほ昭和26年以来，日本産アカイエカ群

の形態学的並びに生態学的研究を始め，著者

の一人別宮（1956）ほその第1報として極東

及び日本各地のものの麺の第Ⅰ脈の柄室比及

び合の外部生殖器の形態学的比較研究の結果

に基いて日本産のアカイエカ即ち北ほ北海

道から南ほ九州に到る間に分布するものは

♪ipiensとjhti郎榊のHybridpopulation

であって，これをC扉㍑き両班弧h細払微と

呼ぶべきこと及びこの間にほC．ク‾〆〆朗∫

及びC・♪．力布卵傭のbiotyp？の存在は否

定さるべきことを報告した・
吾々をして以上のような結論に到達させた

理由の一つほ，水俣産の1♀からの子孫の中

音

に〆が川∫塾，カ殉卿船型及びその中間塾と

倣し得るものが同時に得られたことである・
この事実を詳しく報告しておくことほ，
1，ipiensgroupの研究結果を続報していく上

に必要であるので，こゝに，水俣産アカイエ

カの自然界から採集し飼育，羽化せしめた

Parent群及びそれを累代飼育して得た子孫

の形態学的研究結果を第2報として報告す

る．本報を出すに当り研究の指導と原稿の校閲

の労を恭うした恩師大森南三郎教授に心から

感謝の意を表する・尚，本研究に要した経費

の一部ほ文部省科学研究費の補助によった．
こゝに記して謝意を表する・

材料の採集と飼育

材料は1954年7月30日，著者の一人別官が鮨本県

水俣滞丸島（32l03‘Ml，130・21′E・）の下水車か

ら採集したもので，約80個体の高令幼虫を諌早の雪

々の研究室で飼育して，これから囁化し羽化したも

のをParentgroupとして，このP群が産卵した一
卵塊（これを産下した？成虫についての計測はして

TablelRearingcondiLionsandnun－berofspecimensusedforexatnination。finbredgenerations

OrlglnatedfromwildcaughtlarvaeinagutteratMinarnatacity

Generation

Pgroup

FlgrOup
F2grOup
F8grOuP

F7grOup
F8gTOuP

Rearingconditionsunderwhicheggs
Wererearedti11nextgeneration

Mea左昔p・R・H・（％）l
Emergence

Aug・1－3，1954

Aug・17－22，1954

Sepし23－28，1954

Ucし22－25，1954

Mar・16－20，1955

29・2

25．8

24士1

24士1

76・5

75．0

フ6．0

74．0

Rearingplace

Mo■OfsPeCimensexaminedfor

Cell／SlemratioDV／DTypeof

？8。f8pba1losoIコe

labora10ry
laboratory

insectary

insectary

586

93

105

200

5833

187

7133

12260

19フ89

33

7

33

57
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いない°を元として累代飼育して得たF］，Fヨ，F8　　真の通りである・

及びF8の夫々の成虫群について，〇8の遡iの第　　麺の第址脈の柄室比の求め方，8の外部生殖器の

Ⅱ脈の柄室比，古の外部生殖器のDV／D価及び　　標本の作り方及びDV／D価の測定の仕方は第1朝

PhaliosomeのD0rSalarmの先端の形状等を測定或　　で述べた方法と全く同様である．DorsalarⅡlの：先

は観測した．各世代での飼育条件及び夫々の成虫群　　端の形状の記載については後述する．

から取り出して測定を行つた個体数等を戻すと第1

p群　Fi, Fつ,F3　及びF8の〇及

び8成虫の第Ⅰ脈柄室比のヒストタヽヽラム

を図示すると第1図の如く, p群の〇で

は変位巾が240から560に及び,今,仮に

350をpipiens塾とfatigans型との墳

としてみると,このヒストグラムは両塾

に広くまたがっている.所が世代が進む

につれてヒストグラムの位置は次第に

♪ipiens側に移つている薯が認められ

る. p群の8では変位巾が180から340に

及び220を頃と仮定するとこの場合にも

ヒストグラムは両塾にまたがつて位置す

る.然しE,の場合にはF2迄はヒストグ

ラムの位置は殆んど移動せヂ, 1'sでは

有意的に, F8では多少pipiens側ヘ移

動しているに過ぎない.これらの傾向は,

各世代群に於ける〇或は8の荘脈の柄室

比の標本平均から各局:平均の信頼巾を,

99%の信頼度で推定して図禾した第2図

をみると更によく分る.即ち〇では世代

が進むとpipiens側に移動しているの

に反して8ではF払を除けば必ずしも移

動していない.然し8の場合にも強い

て云えばF三iでははつきり, F8では僅

かにpip…eT州側に偏よつているように思

われる.

次に, 8の外部生殖器の各世代に於け

るDV/D価のヒストタヽヽラムを京すと第

3図の如く,その標本平均から田平均の

信頼巾を危険率1 %で推定して図元する

と第4図の通りとなる.

これらの図からp群では0･5を萌とし

て両型にまたがつているが世代の進むに

つれてfatigat乙S側に変位の巾が延びて

結局田平均の信痕｢hは,互に相重なつて

はいるが　faligansの側ヘ移動してい

る事がはつきり認められる.

研　　究　　成　　績

Fig. 1　Histograms of Ce】ー/StemxlOO values of

wiI-g vein 1 of Minan】ata strain

(the number of specimens examir-ed is shown in Table l)
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Fig．3　Histograms ofDV／Dvalues of

ma一e genitalia
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Fig．5
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ExplanatiOn of figures：（，一．．）

1：Fftypei．e。I°Ⅴ／D＝0．78；tipofdorsa）armjsofjわtiganstype

2　‥　Fr）tyPei．e．DV／D＝0．62；tip of d・a●is0f pipieTW tyPe

3：Pf typei．e．DV／D＝0．45；lipof d・a．is ofjhligans type

4：Pp typei．e・DV／丁〕＝0・38；tipof d・a．is of Pipiens type

8の　PhalI。Som。

の形態の変異について

雪々は水俣蓮如肋胴

の8の外部生嗜器を精

査中，」円ⅥIlo50meの

Dorsaーarmの先端の

形状が個体によつて著

しく異なることに気が

付いた．即ちカ‘豆αね∫

のそれのように末端に

向つて細くなつて英端

が英つているものと

が〆e花∫のように末端

迄太く英端は鋪円乃至

は裁切つた形に終るも

の及びそれらに近いも

のなどが見られる．所

がこのDorsalamの

笑端の形状はDV／D価

とは必ずしも平行しな

い・そこでDV／D価

がノb‘王gα乃5型かが・

がc花ざ塾かを大文字F



1454　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉　　村．別　　宮

及びPで現わし，Doト

Salarmの尖端の形態

がノわ裁gα乃5塾に近い

かががc耶　塾に近い

かを小文字f及びpで

甥わすと第5図に京す

ように，F2の・8成虫

個体群のPhallos。meの

形態を，Ff，Fp，P一皮

びPpの4型に分類する

ことができる．Dorsal

aTI刀の尖端の形質の表

甥には主観が介入する

ので，不正確の誹りを

免れないが，兎も角，

P

R

h

Fig・．6　60％Confidenceinterva一s fOr Population perCentage number

of speci工nenS of each typein cach ger｝eratioD
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lFf，2：印．8：Pf，4：Pp

この分類式に従つて，

P群及びその子孫のPhalーosomeの型を分けてみる

と第2表のようになり，各世代毎の百分率から母百

分率の信頼限界を，信頼度60％で求めて図戻すると

第6図のようになる．第6図から，Fftypeに属す

る個体数がP群とFlとでは大差はないがV2以下

の世代では有意的に多くなっている事が分る・この

カ嗅叩挿型ヘの偏りは第4図のDV仲価に放てみ

考

1♀か（，）ら由来した子孫の中に，趨の第Ⅱ脈

の柄室比に於ても，合の外部生殖器のDV／D

価に於ても，更には　DV／D価と　Dorsal

armの尖端の形態とを組み合せた分類式に

よつても，カ直g御は型，がが招∫塑及びその

中問型のものが現われて来ることは水俣産の

・PaElensがj胡gansどPiPiensのHybrid

populationである事を示すものであり，同

時に，全日本に分布する所謂卯肋傭も，同

形質の現われる程度には差はあるであろう

が，同列のものである事を思わしめる一つの

根拠を提供するものである．

然し世代の進むにつれて趨の第Ⅰ脈の柄室

比に於ても苗のPhallosomeのDV／D価

に於ても更にFf型の比率に於ても　がが細ぶ

型又はカ叫卯鰯塾に偏つていく事及びその

偏りが柄窒比ではより　り・がが伽は型へ，

Phallosomeの形態ではよりf述tigans型へ

進んでいく事は誠に不可解である．

世代の進むにつれて形態学的特徴が一定万

4。　　　5。　　　6。　　　7。　　　8o　　　？。　　ー叩％

られた傾向よりももつと廣著に甥われている．これ

に反してPp typcは顕著に少なくなつていく．然

しVp或はPf typcのものがF8或はF8に於ても

依然として見られる事は誠に興味のあることであ

る．これらの事突からしても水俣産タα～～c乃5は

カ垂卵胴　とががc柁5の雑唾としての性格を非常に

よく現わしているものと云うことが出来る．

察

向へ偏つていく理由にっいては今は全く説明

できないが，或は，吾々の採用した飼育条件

の或る要因が淘汰の役割を演じたのではある

まいかと思う．然し，それにしても柄宝比と

DVノD価が相反す，る方向へ進む事は不可解

である・と云うのは，柄室比と　DV／D価

は，一搬には，C．♪．jhtigansのbiotype

では前者が小で，後者が大であり，通にC．

♪・が9iensのbiotypeでは前者が大で後者

が小であり，その中間塾ではノ元fダg‘抑ほ塑か

ら♪・がが招ぶ型への移行の程度によって柄室

比はより大となり，DV／D価は逆により小

となる傾向にあることは第1報に於て．南方

のマライ或はフィリッピンから日本内他の東

北或は北海道に到る各地の自然界で採集され

た標本にっいて既に説明し得た所であるから

である．これらの事については今後研究を進

めていきたいとは恩つているが，諸賢の御批

判と御教示を特にお願いする次第である．
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著者等は態本県水俣市丸島の下水溝から

採集した幼虫から飼育羽化させたParent

groupから累代飼育して得たFl，F2，F3及

びFs世代の夫々の♀吉の超の第Ⅱ脈の柄重

比及びDV／D価を測定してP群及びその子

孫の内にノ如ね脚ほ塑，がが班∫型及びその

中間型のものの混在することを認め，更に

DVノD価が0．5以上である場合と，以下の場

合とをF及びPで現わし，Pha］losomeの

Dorsalarmの尖端が細く尖つたものを，f’

太く鈍円をなす場合をpで現わすと同一♀か

ら由来したF2世代のさ成虫の中にこの4つ

の形質を組合せたFf，Fp，Pf及びPpの各

々に属するものが混在することが認められ
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